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【昨日の市況概要】 公示仲値 110.04

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.89 1.1883 130.56 0.9680 1.3143 0.7957
SYD-NY High 111.05 1.1889 131.11 0.9763 1.3164 0.7980
SYD-NY Low 109.85 1.1728 130.10 0.9671 1.3024 0.7892
NY 5:00 PM 110.66 1.1774 130.30 0.9730 1.3040 0.7929

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 8.11/8.51 Δ25RR 0.910 Yen Call Over

NY DOW 22,092.81 66.71 債券市場 日本2年債 -0.1070 0.9bp           
NASDAQ 6,351.56 11.22 日本10年債 0.0650 ▲0.4bp        

S&P 2,476.83 4.67 米国2年債 1.3509 1.2bp           
日経平均 19,952.33 ▲ 76.93 米国5年債 1.8157 2.8bp           

TOPIX 1,631.45 ▲ 2.37 米国10年債 2.2620 4.1bp           
ｼｶｺﾞ日経先物 20,045.00 75.00 独10年債 0.4680 1.5bp           

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,511.71 36.94 英10年債 1.1760 2.7bp           
DAX 12,297.72 143.00 豪10年債 2.6200 ▲4.5bp        【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 27,562.68 31.67 為替市況 USD/CNH 6.7351 0.0056 　
上海総合 3,262.08 ▲ 10.85 ドルインデックス 93.54 0.70

USDJPY 3M Vol 8.83 ▲0.31% 商品市況 CRB指数 180.683 0.04
USDJPY 6M Vol 9.05 ▲0.18% NY金 1,264.60 ▲9.80
EURJPY 3M Vol 9.24 ▲0.29% WTI 49.58 0.55
EURJPY 6M Vol 9.50 ▲0.19% Dubai Spot 50.26 ▲0.84

*: 直近気配値（Not official close）

【マーケット・インプレッション】
　
【予想レンジ】

通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：鶴田・鶴田

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されて
いますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

8月4日 10:30 豪 小売売上高(前月比) 6月 0.3% 0.2%

10:30 豪 RBA　議事要旨 - - -

21:30 米 非農業部門雇用者数変化/失業率 7月 209K/4.3% 180K/4.3%

21:30 米 平均時給(前月比/前年比) 7月 0.3%/2.5% 0.3%/2.4%

21:30 米 貿易収支 6月 -$43.6B -$44.5B

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

8月7日 15:00 独 鉱工業生産（前月比/前年比） 6月 0.2%/3.7% 1.2%/5.0%

8月8日 0:45 米 ブラード・セントルイス連銀総裁　講演 - - -

2:25 米 カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁　講演 - - -
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米7月雇用統計の発表を控え､海外時間で110.10付近での狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続いたﾄﾞﾙ円は､110.10ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡注目の米7月雇
用統計は､平均時給が前月比で予想通りとなるも､前年比で予想をやや上回り､非農業部門雇用者数変化も20.9万人増と予想の18万人を
上回り､2ヶ月連続で20万人越えとなったことからﾄﾞﾙｼｮｰﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝの巻き戻しが強まり､110.77まで上昇｡その後はｸﾛｽ円の下落にやや小
緩む場面があったものの､ﾄﾞﾙ買い地合いが続く中､一時この日の高値となる111.05まで上伸｡引けにかけては､週末を控えて閑散な取引と
なる中でじりじりと値を下げる展開となり､110.66ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡海外時間のﾕｰﾛﾄﾞﾙもﾄﾞﾙ円と同様に米7月雇用統計を控えた様子見ﾑｰ
ﾄﾞの中､1.1880付近での狭いﾚﾝｼﾞ内での推移が続き､1.1877ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は良好な米7月雇用統計を受け､大きく傾いていたﾕｰﾛﾛ
ﾝｸﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝの解消が強まり､ﾕｰﾛﾄﾞﾙはこの日の安値となる1.1728まで急落｡その後は､押し目買いの動きも見られる中､1.1750付近での方
向感に乏しい推移が続き､結局1.1774ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡(NY井上)
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前日海外時間の流れを引き継ぎ､東京時間ｵｰﾌﾟﾝ前にﾄﾞﾙ円は一時この日の安値となる109.85を付けたものの､110円割れの水準では依
然としてﾄﾞﾙ買い意欲が強く､反発する展開となり､東京時間は109.89ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡その後も買い戻しの流れが続く中で110円台を回復す
ると､一時東京時間高値となる110.18まで上昇｡午後にかけては海外時間に米7月雇用統計の発表を控えて動意に乏しい展開となり､110
円台前半で揉み合い推移に終始した後､110.11ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った｡豪ﾄﾞﾙは0.7957ﾚﾍﾞﾙで東京時間ｵｰﾌﾟﾝ｡その後発表された豪6月
小売売上高(前月比)は+0.3%(予想:+0.2%)と市場予想をやや上回ったものの､同時に発表されたRBA四半期報告において｢豪ﾄﾞﾙの一段の
上昇が経済成長とｲﾝﾌﾚを押し下げる｣との懸念が示されると､豪ﾄﾞﾙは一時0.7934まで下落｡しかし､先日のRBA理事会で足許の豪ﾄﾞﾙ高を
牽制するような文言が見られたこともあり､特段ｻﾌﾟﾗｲｽﾞは無く､すぐに0.7960近辺まで買い戻される展開となり､結局0.7966ﾚﾍﾞﾙで海外に
渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は110.11ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡午後に控える米7月雇用統計の発表待ちで様子見ﾑｰﾄﾞの中､110円台前半の小幅なﾚﾝｼﾞ内で動
意に乏しい値動きとなり､結局110.10ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.3140ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡英銀決算の上期黒字転換や､英中銀利上げ時期
について､NIESRが来年1~3月に予想を前倒したこと等が意識されてか､序盤は1.3164まで堅調に推移｡しかし､英7月新車登録が前年比
9.3%減と4ｶ月連続のﾏｲﾅｽを示したことや､1軒目の住宅購入者に対する支援策の変更や縮小を政府が検討し始めたと報道が重石となり､
結局1.3144ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1878ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡独6月鉱工業受注指数が前月比+1.0%と予想(0.5%)を上回ったことからこの
日の高値となる1.1889まで上昇するも､米7月雇用統計を前に積極的な上値追いは手控えられ､結局ｵｰﾌﾟﾝとほぼ同水準の1.1877ﾚﾍﾞﾙで
NYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 山本)

先週末海外時間のドル円は上昇する展開。注目された米7月雇用統計は非農業部門雇用者数が前月に続き20万人超

えとなる20.9万にと市場予想の18万人を上回る結果となり、平均時給についても概ね市場予想通りとなり、総じて堅調

な内容となった。同指標を好感する格好にドル円は110円台前半から一時111.05まで上昇。その後は週末を控えた調

整の中でドル円はやや値を下げるも堅調推移が続き110円台半ばで越週した。本日のドル円は特段材料に乏しい中で

レンジ推移を予想する。米7月雇用統計が堅調な内容となったことでドル円が大きく値を下げるイメージはないが、本日

は主だった経済指標などの発表も予定しておらず、ドル買い材料を探すのは難しいだろう。かかる状況下、本日のドル

円はレンジ内での動意に乏しい展開を基本線としたい。。


